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○職員と幹部職員の関係

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/Top.do?PCD=46

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま

事 業 所 名

自己評価作成日

第4671100214号

有限会社グループホーム加世田

グループホーム加世田

鹿児島県南さつま市加世田本町１１番地２

家庭的な雰囲気がただよう事業所内では職員の質の高さや意識の高さが窺え、幹
部職員の職員に対するストレス解消や悩みに細かく対応している姿が感じ取れ
た。

　自立支援を意識した介護を目指し、残存能力の向上を目指した支援のなか職員
のチームワークを活かし、利用者のペースを尊重し、のんびりゆったり見守り待
つ介護に努めている。

　利用者に寂しい思いをさせないをモットーに、常に職員は目配り気配りで接し
ている。居室も出来るだけ馴染みの物を持ち込んでもらい、家庭的な雰囲気に近
づけるようにしており、家族の希望があれば宿泊にも対応し、家族との繋がりを
維持できるように努めている。

旧加世田市の中心部に位置し、周囲に商店や銀行、医療機関､消防署等があり、
生活利便性の高い環境の中に建っている。施設は旧スーパーを改装したもので、
広々とした廊下や共同の空間を持った造りになっている。利用者は、ホーム入り
口に作られたプランターの植物の世話や成長をながめながら、行きかう地域の
方々と会話を楽しみ、日常的に地域との交流を図っている。管理者・職員は、明
るい雰囲気作りに努め、意欲的にケアの質向上に取り組んでいる。関連の協力医
療機関と密に連携も図られており、利用者家族の安心感に繋がっている。

法　人　名

訪問調査日

（電 話）0993-52-6066

平成24年6月29日

評価機関名

基本情報リンク先URL

○利用者のペースに合わせる

○　利用者の思いと家族との繋がり

ゆったりとして開放的な空間がひとつあげられます。居室や廊下、トイレなどが
広く、例えば入居後に歩行が不自由となって歩行器や車椅子使用の状態になって
も、他所へ移らずにここで生活を続けることが選択できます。これを支援する当
事業所のスタッフは、認知症を抱えた利用者様の生活環境が変化されると心身に
どういう影響がありうるのかをよく理解しており、日々一人ひとりの心身の状態
を細かく観察し共通認識し健康に関する予防ケアなどを学習しております。いろ
いろと課題も多くありますが、開設後８年１０ヶ月となる当事業所の利用者様は
全体として戸惑いの表情が少なく慣れ親しんだこの場所で毎日を穏やかに過ごさ
れています。

所在地 鹿児島市真砂町54番15号

平成24年6月15日

所　在　地

事業所番号

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流して る

Ⅰ．理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

2 2

清掃作業やお祭りなど、地域の方から
も参加の呼び掛けをよくいただいてい
る。地域の公民館とも定期的に交流を
しており、敬老会などの集会にお呼び
頂いている

自治会に入会し、清掃活動や地域の行
事に参加し、毎月の資源ごみの整理で
出会う地域の方へのあいさつや声かけ
などにより関係づくりに力を入れてい
る。小学校・中学校・高校等との交流
会やボランティアの受け入れを行い、
日常的に交流が行われている 地域の

1 1

事業所理念は理想的な内容につくられ
ている。毎日の業務には、理念を確認
しなおす機会（課題）も多く、ミー
ティングや申し送りの場を使ってみん
なが気付いたことを話しあうように努
めている。

運営方針には「地域と結びついた生
活」「地域にとけこみ」「地域に根付
く」などの言葉を含み、地域に根ざし
たサービスを意識できる内容が盛り込
まれている。理念を玄関に掲示すると
ともに、ミーティングや申し送りの場
にて具体的に話し合っている。

員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

頂いている。 日常的に交流が行われている。地域の
祭りではテントで相談室を設けたこと
もある。

4 3

運営推進会議では、かねてより当施設
の利用者やサービスの実際については
報告を行っている。外部評価の結果が
出た際には報告も行っている。

２ヶ月に１回開催されているが、会議
資料は残っているものの議事録が確認
できなかった。目標達成計画は作成さ
れてはいるが、外部評価の結果につい
ての報告や話し合いは、記録として確
認はできなかった。

前回の外部評価においても、議事録の
整備が不十分とのことであり管理者と
話合った結果、記録の重要性を理解し
てもらい、今後は負担のかからない記
録の仕方を工夫し、議事録を作成する
意向である。

3 0

毎年、周辺の介護施設や近くの高校か
ら施設実習を受け入れている。これま
では保健所の依頼を受けて公民館向け
に認知症介護教室も主催で行なった。
認知症サポーター養成講座も講師とし
て金融機関やＪＡ、民生委員協議会や
地域で活躍する介護職員等を対象に
行っている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

6 5

職員は一丸となって身体拘束をしない
ケアの実践に努めている。買い物の希
望や自宅へ帰りたいなどの要望・行動
を確認した際には極力同行して希望に
応えるようにしている。

身体拘束廃止委員会を設置し、マニュ
アルを作成し研修を行っている。玄関
をはじめ各居室に鍵をかけない自由な
暮らしの支援を職員の努力で実現して
いる。職員は常に利用者の状態を把握
し、外出されるときにはさりげなくつ
いて出たり、見守りを行っている。

5 4

医療費に関する制度や低所得の利用者
に関係する制度など、介護保険の窓口
に限らず様々な窓口と相互に関わって
いる。それぞれの担当者の協力もあっ
て、より良いサービスの質の向上につ
なげられている。

地域の地域密着サービス事業者の合同
会議に参加したり、頻繁に市担当窓口
や福祉事務所などへ事務手続きやその
他の機会に訪問し、問題や事故や認定
手続きなどの情報交換を行うなど、協
働してサービスの質の向上に取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

8 0

昨年まで１名の入居者が制度の利用を
行なっていた。その方自身のデリケー
トな部分、例えば家族との関わりや今
後についてなど難しい面もあったが、
全職員が理解をもって対応をしてい
た。

7 0

外部で行なわれる研修には積極的に参
加し、当事業所内においても常々、虐
待防止や倫理的なことをテーマにして
勉強会を行ってきている。全職員が強
い意識を持って虐待防止を心がけてい
る。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

10 6

常に利用者の意見を汲み取る事が出き
るよう心がけている。出てきた意見に
ついては、その内容に応じて上司への
報告や申し送りでの伝達、施設内勉強
会のテーマにするなどしてサービスの
質の向上につながるよう心がけてい
る。

毎月、写真付きのお便りをご家族に送
付し、玄関に相談窓口を表示すると共
に重要事項説明書に相談窓口を記載し
ている。第三者委員を設置し、家族が
意見や要望を表しやすいような工夫と
配慮が感じられる。職員が苦情・相談
などを把握した時には連絡帳などで他
の職員と共有し、必要な場合はミー
ティングで話し合い、本人や家族に報
告するなど速やかな解決を図 てい

9 0

なるべく契約書は説明の後に自宅へ持
ち帰っていただき、よく確認しても
らってから同意を頂くようにしてい
る。退去の際にも、利用者、家族と共
に転居先の担当者と十分な引継ぎを行
なっている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

告するなど速やかな解決を図ってい
る。

12 0

運営者及び管理者は、職員個々の特性
を良く理解する事に努めている。それ
ぞれの特性や事情に応じて勤務調整を
し、普段から何気ない事にも、気配
り、声掛けを行なうことを心がけてい
る。

11 7

ミーティングや勉強会、連絡帳の活用
ほか幹部職員による毎月の運営会議な
ど管理者と現場との間に意思疎通は良
くとられている。

朝礼、研修会、ミーティング時に勤務
体制などの話し合いをもったり、気軽
に声をかけやすい雰囲気つくりに心が
けられている。また悩みがありそうな
職員には個別面談を行い問題解決を
図っている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14 0

管理者は常に近隣の同業者と連絡を取
り合っている。職員も認知症介護実践
者研修の受け入れや他施設の訪問など
を通して、自らのサービスの質を見つ
めなおす機会としている。

13 0

定期的に行なう事業所内研修や事業所
外の研修にも、全職員をその内容に応
じて参加させている。最近１年間で
は、介護福祉士の資格取得試験に３名
が合格している。今年もケアマネ試
験、認知症ケア専門士それぞれに受験
する者がいる。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 0

サービス利用の開始前には、必ず本人
が困っている事や不安なこと、求めて
いることを確認している。本人との会
話だけでは不足の部分もあるので、家
族や関わりのある関係機関などからも
情報を戴いている。

16 0

サービス利用が開始される前には、殆
どのケースで先ず家族のほうから相談
に来られる。当然、家族の思いや立場
なども考慮した上で相談を聴き、受け
止めることとしている。

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

17 0

相談者の協力者、例えば担当されてい
るケアマネなどを確認し、必要があれ
ば担当ケアマネと連絡を取って他サー
ビス利用などを案内をしたり手続き支
援するなど行なっている。

18 0

職員が毎日つける記録には「役割り活
動」との項目があって互いが意識を
持っている。昔の暮らしぶりや物事の
言われや呼び名など面白く語って頂い
ている。一緒にそばを打ったときには
めいめいに指示が出された。利用者の
精神的ケアにおいては利用者同士の関
わりにも助けられている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

19 0

毎月写真付きでお送りしている「近況
のお知らせ」はなかなか立ち寄れない
ご家族や県外のご家族に好評を得てい
る。電話も積極的に活用しており、幾
らかでも淋しさが紛らわされるように
心がけている。

ひと 例であるが 心身 不調が訴

20 8

空き家になっている自宅への同行をた
まに行なうが、その際は家の中で共に
ゆっくりしたり、隣り近所の方への挨
拶を行なったりしている。お墓参り
も、家族だけに頼れない場合は職員が
同行を行っている。

家族や本人とのふれあいや会話の中か
ら把握した利用者台帳や面会簿を活用
し、利用者を支えてくれていた人間関
係を把握するとともに、関係を継続で
きるよう面会、電話の支援や、墓参り
やなじみの店への買い物などの支援を
行っている。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

21 0

ひとつの例であるが、心身の不調が訴
えられていた方へ他の利用者のお世話
をお願いしたところ、その方自身の不
調の訴えが殆ど聞かれなくなった。そ
の様なケースは複数ある。

22 0

末期癌により長期入院、契約が終了さ
れた方とも連絡を取り続けて数ヵ月後
に再契約となったケースがある。急性
期の入院治療をされていた方を療養型
病床や特養などへ安心して移られるよ
うその時期を迎えるまで支援したケー
スは数多くある。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮ら 現状 把握

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

サービス利用者との普段からの会話の
中で、不満や希望、意向の聞き取りを
心がけている。そこで得られた情報は
申し送りやケアプランの内容につなげ
られている。

利用開始前に本人や家族、関係者から
どのように暮らしたいかを聞き、アセ
スメントシートなどに記載し、介護計
画に活かしている。入居後は日々のか
かわりの中で本人の意向をくみ取り、
ケア会議などの場で職員間の共有をは
かっている。

24 0

サービス利用開始前には、本人や家
族、担当されていた関係機関からの情
報収集に努めている。その後も、何か
の機会があれば、それとなく様々な情
報を職員が共有できるよう心がけてい
る。

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

25 0

全スタッフが利用者それぞれの現状を
ことこまかく、そして統一された認識
がされるように、事業所独自に記録様
式の工夫を行なっている。

26 10

毎日に記録には全スタッフや家族らに
よって、様々な場面での観察などが記
録されている。介護計画はこれらの情
報をもとに作成を行なっている。

本人も参加した担当者会議を開き話し
合いを行い、家族や主治医の意見を取
り入れながら計画を作成している。ま
た、スタッフ会議で介護支援専門員と
職員が話し合い、介護計画を作成する
ことで、職員はすべての利用者の介護
計画を意識して日常の介護を行ってい
る。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

27 0

「生活記録」「支援経過記録」を一冊
の個別ファイルに準備し、毎日の記録
がされている。これらが、介護計画の
見直しに活かされている。

28 0

職員の中には、病院や在宅介護支援セ
ンター、特養などに勤めた経験を持つ
ものが多く在籍している。それぞれ
が、必要時にサービス利用者や家族の
相談を聞いたり、関連する機関を紹介
するなどしている。

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

29 0

通院リハビリが必要な方、認知症専門
医の受診とデイケアが必要な方などそ
れぞれに対応がとれている。毎月第二
火曜日はボランティアグループによる
演芸大会が実施されている。

30 11

利用者全体ではリハビリ科、眼科、耳
鼻科、歯科などいくつものかかりつけ
医を頼っている。家族とも協力し合う
中で、職員が同行を行なったり、受診
時間の調整を病院との間で行なったり
している。

かかりつけ医は入居前からかかってい
る医療機関に本人や家族の意向を大切
にして決めている。治療受診時も適切
な治療がうけられるように個人別の経
過記録等で情報提供に努められ、良い
関係がつくられている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

31 0

当事業所の経営者は医療機関の経営に
も携わっており、特定された１名の看
護婦が派遣されている。サービス利用
者や職員が抱える不安の相談相手とな
り、また病院との橋渡し的な役割りを
担ってもらっている。

32 0

サービス利用者の入院当初には必ず入
院計画（治療計画）を確認するように
している。家族を交え３者によってで
きるだけ早期に退院できるように努め
ている。

りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

33 12

サービス利用開始時の段階で可能な限
り責任を全うすることを約束してい
る。現実には様々な状況と状態があっ
てそれぞれにご家族の要望などがあっ
たがその都度に職員が一丸となって、
医療機関や特養の協力を頂き、対応に
あたってきた自負心を持っている。

重度化や看取りに対するアンケートを
家族に行い、意見を集約している。方
針について書面化はされていないが、
職員間で共通認識を持つ話し合いを
行っている。実際に事例もあるが看取
りの体制段階での家族の同意書等の書
類確認ができなかった。

方針の明文化や段階的に家族、職員、
主治医と話し合い、記録として残して
く体制を、事業所として今後整えてい
く意向である。

34 0

地域の消防署を勉強会に招いて初期対
応の指導を受けている。ミーティング
などでも、緊急時に備えたテーマで語
られている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

年に２回の災害訓練を実施している。
その内１回は夜間に行なっている。地
域の方たちも数十人の方が協力をして
頂いている。

夜間体制を含めた避難訓練や消火訓練
を行っている。地域住民に呼び掛けた
結果、協力して災害対策を行う体制を
整えている。ただ、書類での記録の確
認や食糧や飲料水等の備蓄の確認がで
きなかった。

防災体制の記録の見直しや備蓄の必要
性を理解していただき、今後事業所と
して整備していく意向である。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○ そ 人らし 暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

37 0
普段から、その時に着たい衣服や食べ
たいものなどを尋ねるように心がけて
いる。

36 14

時には慣れによる遠慮のない言葉かけ
や礼儀を欠くこともある。その直後や
毎月実施するミーティングの機会を使
い、全員で見つめ直しを行っている。

重要事項説明書に個人情報についての
記載があり、利用者へ言葉かけは十分
注意され自己決定しやすいよう配慮さ
れている。また、記録は鍵のかかる棚
に保管し外来者の目につかないように
配慮している。

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39 0

髪のカットは本人の希望や家族との連
絡によって数ヵ所の美容室が利用され
ている。例えばパーマや髪染めをされ
る方もいる。

38 0
中には自宅と違って不自由を感じてお
られる方もいると思う。常に私たちの
課題として受け止めている。

40 15

野菜の苗を一緒に植え成長を共に楽し
んだり、野菜の皮むきを手伝ってもら
うなどしている。そのあとは全体で笑
顔や会話のある食事を楽しんでいる。
片付けも個別の状態に応じてそれぞれ
にお願いをしている。

メニュー会議は利用者とテレビや料理
本、収穫された野菜を見ながら食事の
希望や食欲を引き出す工夫をしたり、
季節に応じた食材を利用し、配膳、下
膳を一緒に行うことで食への興味を
持ってもらう。食事は職員も一緒に会
話を楽しみながら摂っている。また、
食事前の嚥下体操や外食などを取り入
れ支援が行われている。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

41 0

咀嚼や嚥下の状態、運動量やリズムな
どみんなそれぞれである。食器の選定
やミキサーの活用など個別の対応を
とっている。

43 16

職員全員で排泄用品の使用についての
個別の見直しを繰り返してきている。
数名の方がリハビリパンツから布製の

申し送りノートのなかに個別に時間単
位の排泄チェック表が作成され、時間
単位での確認で、本人の生活リズムを
把握し 声かけ等によりトイ 排

42 0
全体的にＡＤＬの重度化が進行してき
た中で口腔ケアの必要性は非常に高
まっていると認識している。

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16
数名の方がリハビリパンツから布製の
パンツ使用に変更されてきている。も
ちろん排泄リズムなどは個別に把握し
個別の対応を図っている。

把握し、声かけ等によりトイレでの排
泄を支援している。このような自立支
援へむけて介護が行われた結果、オム
ツが外れた利用者もいる。

44 0

数年前は重度の便秘だった方がだいぶ
改善されている。記録による状態把握
や水分補給・運動の促進、乳製品の活
用など必要な方には毎日行なってい
る。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や

45 17
お風呂は毎日準備されている。毎日を
希望されない方もいるが週に３回以上
は支援できている。

体調や希望により入浴やシャワーなど
の対応ができる。入浴を嫌われる方に
はできるだけ声かけやボティローショ
ンなど気持ちよく楽しめる工夫がされ
ている。

47 0

全スタッフはよく理解している。便秘
薬や精神科処方の薬などはその用量や
必要性など事細かな記録をもとにかか

46 0

夜間であれば個別によってその過ごし
方は特徴があり職員は個別に応じて対
応をとっている。昼食後や入浴後に
ちょっとした休息や昼寝をされる方も
いるが、その場所や時間の程度などに
も心配りをするよう心がけている。

使 薬 目
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

47 0 必要性など事細かな記録をもとにかか
りつけ医との慎重な検討を重ねてい
る。

49 18

天気の良い日には可能な限り外出支援
を行っている。そのための介護職員も
Ｆ勤として配備している。家族やＦ勤
の付き添いで墓参りや買い物に出かけ
たりもする。正月の初詣や春の花見、
夏の唐船峡そうめん流し、秋の行楽は
事業所恒例の小旅行となっている。

事業所として、外出しやすいように職
員を配置して、天気の良い日は敷地内
での家庭菜園を楽しめたり、散歩で公
園にでかけたり、本人の希望に応じて
買い物、ドライブ、墓参りなど戸外に
出かけられるように配慮し、気分転換
やストレス発散、五感刺激の機会とし
て支援をしている。

48 0

生活記録にはその日の「役割り作業」
「活動」の項目がありその日毎に意識
を持って確認を行っている。月に数回
はこのための介護職員もＦ勤の呼び名
で配備している。
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鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関 廊下 居間 台

51 0
希望があれば電話の支援を行なってい
る。希望がなくても状況によって会話
の機会を作ったりしている。

50 0

衣類や食事、おやつなどがほぼ満たさ
れており、なかなかお金を使う機会は
少ない。それでも手持ちのお金を持つ
ことで不安感が紛らわされる方なども
おりそれぞれに対応がなされている。

共有空間には絵画や写真が飾られ、リ
ビングにはソファーがあり 思い思い　共用の空間（玄関、廊下、居間、台

所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

53 0

食堂のテーブルとは別に幾つかのソ
ファーが置かれており、それらが個別
の指定席に自然となっている。それぞ
れが小グループでの交流を楽しんでい
る。

52 19
スタッフは利用者が音や光、温度など
の刺激によって居心地の良さが左右さ
れることをよく理解している。

ビングにはソファーがあり、思い思い
にくつろぐことができるスペースが確
保され、廊下は車椅子での往来が可能
な十分な広さがある。リビングは湿
度、温度が管理され、心やすらぐ家庭
的な雰囲気がただよい、居心地よい空
間となっている。

14 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（花家　） 評価確定日　平成２４年８月２７日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55 0

きめ細かく利用者の状態把握に心がけ
て対応をとっている。例えば排泄につ
いては、９名の居室に対してトイレが
３箇所あるが場所の見当識に障害のあ
る方はトイレの真正面にある居室を提
供しトイレ居室間の移動にストレスの
ないようにしている。

54 20

箪笥やテレビなど本人や家族によって
持ち込みがされている。いろいろと課
題もあるものの、畳やコタツの設置な
どこれまで過ごされた和式の雰囲気も
お勧めしている。

ホームの運営方針には「家庭的な雰囲
気の中に」と提示され、冷蔵庫の持ち
込みは不可であるが、できるだけ使い
慣れた家具、身の回りの物の持ち込み
を本人、家族にお願いして、居心地よ
く過ごせる居室づくりに努めている。

15 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

Ⅰ．理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

2 2

清掃作業やお祭りなど、地域の方か
らも参加の呼び掛けをよくいただい
ている。地域の公民館とも定期的に
交流をしており、敬老会などの集会
にお呼び頂いている。

1 1

事業所理念は理想的な内容につくら
れている。毎日の業務には、理念を
確認しなおす機会（課題）も多く、
ミーティングや申し送りの場を使っ
てみんなが気付いたことを話しあう
ように努めている。

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

4 3

運営推進会議では、かねてより当施
設の利用者やサービスの実際につい
ては報告を行っている。外部評価の
結果が出た際には報告も行ってい
る。

3

毎年、周辺の介護施設や近くの高校
から施設実習を受け入れている。こ
れまでは保健所の依頼を受けて公民
館向けに認知症介護教室も主催で行
なった。認知症サポーター養成講座
も講師として金融機関やＪＡ、民生
委員協議会や地域で活躍する介護職
員等を対象に行っている。

16 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

6 5

職員は一丸となって身体拘束をしな
いケアの実践に努めている。買い物
の希望や自宅へ帰りたいなどの要
望・行動を確認した際には極力同行
して希望に応えるようにしている。

5 4

医療費に関する制度や低所得の利用
者に関係する制度など、介護保険の
窓口に限らず様々な窓口と相互に関
わっている。それぞれの担当者の協
力もあって、より良いサービスの質
の向上につなげられている。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

8

昨年まで１名の入居者が制度の利用
を行なっていた。その方自身のデリ
ケートな部分、例えば家族との関わ
りや今後についてなど難しい面も
あったが、全職員が理解をもって対
応をしていた。

7

外部で行なわれる研修には積極的に
参加し、当事業所内においても
常々、虐待防止や倫理的なことを
テーマにして勉強会を行ってきてい
る。全職員が強い意識を持って虐待
防止を心がけている。

17 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

○運営に関する職員意見の反映

10 6

常に利用者の意見を汲み取る事が出
きるよう心がけている。出てきた意
見については、その内容に応じて上
司への報告や申し送りでの伝達、施
設内勉強会のテーマにするなどして
サービスの質の向上につながるよう
心がけている。

9

なるべく契約書は説明の後に自宅へ
持ち帰っていただき、よく確認して
もらってから同意を頂くようにして
いる。退去の際にも、利用者、家族
と共に転居先の担当者と十分な引継
ぎを行なっている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

12

運営者及び管理者は、職員個々の特
性を良く理解する事に努めている。
それぞれの特性や事情に応じて勤務
調整をし、普段から何気ない事に
も、気配り、声掛けを行なうことを
心がけている。

11 7

ミーティングや勉強会、連絡帳の活
用ほか幹部職員による毎月の運営会
議など管理者と現場との間に意思疎
通は良くとられている。

18 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14

管理者は常に近隣の同業者と連絡を
取り合っている。職員も認知症介護
実践者研修の受け入れや他施設の訪
問などを通して、自らのサービスの
質を見つめなおす機会としている。

13

定期的に行なう事業所内研修や事業
所外の研修にも、全職員をその内容
に応じて参加させている。最近１年
間では、介護福祉士の資格取得試験
に３名が合格している。今年もケア
マネ試験、認知症ケア専門士それぞ
れに受験する者がいる。

19 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

サービス利用の開始前には、必ず本
人が困っている事や不安なこと、求
めていることを確認している。本人
との会話だけでは不足の部分もある
ので、家族や関わりのある関係機関
などからも情報を戴いている。

16

サービス利用が開始される前には、
殆どのケースで先ず家族のほうから
相談に来られる。当然、家族の思い
や立場なども考慮した上で相談を聴
き、受け止めることとしている。

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

17

相談者の協力者、例えば担当されて
いるケアマネなどを確認し、必要が
あれば担当ケアマネと連絡を取って
他サービス利用などを案内をしたり
手続き支援するなど行なっている。

18

職員が毎日つける記録には「役割り
活動」との項目があって互いが意識
を持っている。昔の暮らしぶりや物
事の言われや呼び名など面白く語っ
て頂いている。一緒にそばを打った
ときにはめいめいに指示が出され
た。利用者の精神的ケアにおいては
利用者同士の関わりにも助けられて
いる。

20 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

19

毎月写真付きでお送りしている「近
況のお知らせ」はなかなか立ち寄れ
ないご家族や県外のご家族に好評を
得ている。電話も積極的に活用して
おり、幾らかでも淋しさが紛らわさ
れるように心がけている。

ひとつの例であるが 心身の不調が

20 8

空き家になっている自宅への同行を
たまに行なうが、その際は家の中で
共にゆっくりしたり、隣り近所の方
への挨拶を行なったりしている。お
墓参りも、家族だけに頼れない場合
は職員が同行を行っている。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

21

ひとつの例であるが、心身の不調が
訴えられていた方へ他の利用者のお
世話をお願いしたところ、その方自
身の不調の訴えが殆ど聞かれなく
なった。その様なケースは複数あ
る。

22

末期癌により長期入院、契約が終了
された方とも連絡を取り続けて数ヵ
月後に再契約となったケースがあ
る。急性期の入院治療をされていた
方を療養型病床や特養などへ安心し
て移られるようその時期を迎えるま
で支援したケースは数多くある。

21 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

24

サービス利用開始前には、本人や家
族、担当されていた関係機関からの
情報収集に努めている。その後も、
何かの機会があれば、それとなく
様々な情報を職員が共有できるよう
心がけている。

23 9

サービス利用者との普段からの会話
の中で、不満や希望、意向の聞き取
りを心がけている。そこで得られた
情報は申し送りやケアプランの内容
につなげられている。

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

26 10

毎日に記録には全スタッフや家族ら
によって、様々な場面での観察など
が記録されている。介護計画はこれ
らの情報をもとに作成を行なってい
る。

25

全スタッフが利用者それぞれの現状
をことこまかく、そして統一された
認識がされるように、事業所独自に
記録様式の工夫を行なっている。

22 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

28

職員の中には、病院や在宅介護支援
センター、特養などに勤めた経験を
持つものが多く在籍している。それ
ぞれが、必要時にサービス利用者や
家族の相談を聞いたり、関連する機
関を紹介するなどしている。

27

「生活記録」「支援経過記録」を一
冊の個別ファイルに準備し、毎日の
記録がされている。これらが、介護
計画の見直しに活かされている。

通院リハビリが必要な方、認知症専
門医の受診とデイケアが必要な方な　一人ひとりの暮らし方を支えている地

域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

30 11

利用者全体ではリハビリ科、眼科、
耳鼻科、歯科などいくつものかかり
つけ医を頼っている。家族とも協力
し合う中で、職員が同行を行なった
り、受診時間の調整を病院との間で
行なったりしている。

29

門医の受診とデイケアが必要な方な
どそれぞれに対応がとれている。毎
月第二火曜日はボランティアグルー
プによる演芸大会が実施されてい
る。

23 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と

32

サービス利用者の入院当初には必ず
入院計画（治療計画）を確認するよ
うにしている。家族を交え３者に
よってできるだけ早期に退院できる
ように努めている。

31

当事業所の経営者は医療機関の経営
にも携わっており、特定された１名
の看護婦が派遣されている。サービ
ス利用者や職員が抱える不安の相談
相手となり、また病院との橋渡し的
な役割りを担ってもらっている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

34

地域の消防署を勉強会に招いて初期
対応の指導を受けている。ミーティ
ングなどでも、緊急時に備えたテー
マで語られている。

33 12

サービス利用開始時の段階で可能な
限り責任を全うすることを約束して
いる。現実には様々な状況と状態が
あってそれぞれにご家族の要望など
があったがその都度に職員が一丸と
なって、医療機関や特養の協力を頂
き、対応にあたってきた自負心を
持っている。
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鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

年に２回の災害訓練を実施してい
る。その内１回は夜間に行なってい
る。地域の方たちも数十人の方が協
力をして頂いている。
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鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

37
普段から、その時に着たい衣服や食
べたいものなどを尋ねるように心が
けている。

36 14

時には慣れによる遠慮のない言葉か
けや礼儀を欠くこともある。その直
後や毎月実施するミーティングの機
会を使い、全員で見つめ直しを行っ
ている。

中には自宅と違 て不自由を感じて
　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

髪のカットは本人の希望や家族との
連絡によって数ヵ所の美容室が利用
されている。例えばパーマや髪染め
をされる方もいる。

38
中には自宅と違って不自由を感じて
おられる方もいると思う。常に私た
ちの課題として受け止めている。

40 15

野菜の苗を一緒に植え成長を共に楽
しんだり、野菜の皮むきを手伝って
もらうなどしている。そのあとは全
体で笑顔や会話のある食事を楽しん
でいる。片付けも個別の状態に応じ
てそれぞれにお願いをしている。
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鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン 習慣

41

咀嚼や嚥下の状態、運動量やリズム
などみんなそれぞれである。食器の
選定やミキサーの活用など個別の対
応をとっている。

43 16

職員全員で排泄用品の使用について
の個別の見直しを繰り返してきてい
る。数名の方がリハビリパンツから
布製のパンツ使用に変更されてきて
いる もちろん排泄リズムなどは個

42
全体的にＡＤＬの重度化が進行して
きた中で口腔ケアの必要性は非常に
高まっていると認識している。

人ひとりの力や排泄のパタ ン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

いる。もちろん排泄リズムなどは個
別に把握し個別の対応を図ってい
る。

44

数年前は重度の便秘だった方がだい
ぶ改善されている。記録による状態
把握や水分補給・運動の促進、乳製
品の活用など必要な方には毎日行
なっている。
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鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

人ひとりが使用している薬の目的や

45 17
お風呂は毎日準備されている。毎日
を希望されない方もいるが週に３回
以上は支援できている。

全スタッフはよく理解している。便
秘薬や精神科処方の薬などはその用

46

夜間であれば個別によってその過ご
し方は特徴があり職員は個別に応じ
て対応をとっている。昼食後や入浴
後にちょっとした休息や昼寝をされ
る方もいるが、その場所や時間の程
度などにも心配りをするよう心がけ
ている。

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

47
秘薬や精神科処方の薬などはその用
量や必要性など事細かな記録をもと
にかかりつけ医との慎重な検討を重
ねている。

49 18

天気の良い日には可能な限り外出支
援を行っている。そのための介護職
員もＦ勤として配備している。家族
やＦ勤の付き添いで墓参りや買い物
に出かけたりもする。正月の初詣や
春の花見、夏の唐船峡そうめん流
し、秋の行楽は事業所恒例の小旅行
となっている。

48

生活記録にはその日の「役割り作
業」「活動」の項目がありその日毎
に意識を持って確認を行っている。
月に数回はこのための介護職員もＦ
勤の呼び名で配備している。
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鹿児島県　加世田（スマイル）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所 食堂 浴室 トイレ等）が 利用者

51
希望があれば電話の支援を行なって
いる。希望がなくても状況によって
会話の機会を作ったりしている。

50

衣類や食事、おやつなどがほぼ満た
されており、なかなかお金を使う機
会は少ない。それでも手持ちのお金
を持つことで不安感が紛らわされる
方などもおりそれぞれに対応がなさ
れている。

スタッフは利用者が音や光 温度な所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

53

食堂のテーブルとは別に幾つかのソ
ファーが置かれており、それらが個
別の指定席に自然となっている。そ
れぞれが小グループでの交流を楽し
んでいる。

52 19
スタッフは利用者が音や光、温度な
どの刺激によって居心地の良さが左
右されることをよく理解している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

きめ細かく利用者の状態把握に心がけて
対応をとっている。例えば排泄について
は、９名の居室に対してトイレが３箇所
あるが場所の見当識に障害のある方はト
イレの真正面にある居室を提供しトイレ
居室間の移動にストレスのないようにし
ている。

54 20

箪笥やテレビなど本人や家族によっ
て持ち込みがされている。いろいろ
と課題もあるものの、畳やコタツの
設置などこれまで過ごされた和式の
雰囲気もお勧めしている。

30 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（えんや）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

外部評価

1

Ⅰ．理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

清掃作業やお祭りなど、地域の方か
らも参加の呼び掛けをよくいただい
ている。地域の公民館とも定期的に
交流をしており、敬老会などの集会
にお呼び頂いている

2

1

事業所理念は理想的な内容につくら
れている。毎日の業務には、理念を
確認しなおす機会（課題）も多く、
ミーティングや申し送りの場を使っ
てみんなが気付いたことを話しあう
ように努めている。

2

員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

毎年、周辺の介護施設や近くの高校
から施設実習を受け入れている。こ
れまでは保健所の依頼を受けて公民
館向けに認知症介護教室も主催で行
なった。認知症サポーター養成講座
も講師として金融機関やＪＡ、民生
委員協議会や地域で活躍する介護職
員等を対象に行っている。

にお呼び頂いている。

3

34

運営推進会議では、かねてより当施
設の利用者やサービスの実際につい
ては報告を行っている。外部評価の
結果が出た際には報告も行ってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

5

5

医療費に関する制度や低所得の利用
者に関係する制度など、介護保険の
窓口に限らず様々な窓口と相互に関
わっている。それぞれの担当者の協
力もあって、より良いサービスの質
の向上につなげられている。

4

6

職員は一丸となって身体拘束をしな
いケアの実践に努めている。買い物
の希望や自宅へ帰りたいなどの要
望・行動を確認した際には極力同行
して希望に応えるようにしている。

拘束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

7

8

昨年まで１名の入居者が制度の利用
を行なっていた。その方自身のデリ
ケートな部分、例えば家族との関わ
りや今後についてなど難しい面も
あったが、全職員が理解をもって対
応をしていた。

外部で行なわれる研修には積極的に
参加し、当事業所内においても
常々、虐待防止や倫理的なことを
テーマにして勉強会を行ってきてい
る。全職員が強い意識を持って虐待
防止を心がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

10

常に利用者の意見を汲み取る事が出
きるよう心がけている。出てきた意
見については、その内容に応じて上
司への報告や申し送りでの伝達、施
設内勉強会のテーマにするなどして
サービスの質の向上につながるよう
心がけている。

9

なるべく契約書は説明の後に自宅へ
持ち帰っていただき、よく確認して
もらってから同意を頂くようにして
いる。退去の際にも、利用者、家族
と共に転居先の担当者と十分な引継
ぎを行なっている。

6

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

11

12

運営者及び管理者は、職員個々の特
性を良く理解する事に努めている。
それぞれの特性や事情に応じて勤務
調整をし、普段から何気ない事に
も、気配り、声掛けを行なうことを
心がけている。

ミーティングや勉強会、連絡帳の活
用ほか幹部職員による毎月の運営会
議など管理者と現場との間に意思疎
通は良くとられている。

7
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期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組 を

13

14

管理者は常に近隣の同業者と連絡を
取り合っている。職員も認知症介護
実践者研修の受け入れや他施設の訪
問などを通して、自らのサービスの
質を見つめなおす機会としている。

定期的に行なう事業所内研修や事業
所外の研修にも、全職員をその内容
に応じて参加させている。最近１年
間では、介護福祉士の資格取得試験
に３名が合格している。今年もケア
マネ試験、認知症ケア専門士それぞ
れに受験する者がいる。

組みをしている
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次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

16

15

サービス利用の開始前には、必ず本
人が困っている事や不安なこと、求
めていることを確認している。本人
との会話だけでは不足の部分もある
ので、家族や関わりのある関係機関
などからも情報を戴いている。

サービス利用が開始される前には、
殆どのケースで先ず家族のほうから
相談に来られる。当然、家族の思い
や立場なども考慮した上で相談を聴
き、受け止めることとしている。

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

17

職員が毎日つける記録には「役割り
活動」との項目があって互いが意識
を持っている。昔の暮らしぶりや物
事の言われや呼び名など面白く語っ
て頂いている。一緒にそばを打った
ときにはめいめいに指示が出され
た。利用者の精神的ケアにおいては
利用者同士の関わりにも助けられて
いる。

相談者の協力者、例えば担当されて
いるケアマネなどを確認し、必要が
あれば担当ケアマネと連絡を取って
他サービス利用などを案内をしたり
手続き支援するなど行なっている。

18
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己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

8

空き家になっている自宅への同行を
たまに行なうが、その際は家の中で
共にゆっくりしたり、隣り近所の方
への挨拶を行なったりしている。お
墓参りも、家族だけに頼れない場合
は職員が同行を行っている。

19

毎月写真付きでお送りしている「近
況のお知らせ」はなかなか立ち寄れ
ないご家族や県外のご家族に好評を
得ている。電話も積極的に活用して
おり、幾らかでも淋しさが紛らわさ
れるように心がけている。

20

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

22

末期癌により長期入院、契約が終了
された方とも連絡を取り続けて数ヵ
月後に再契約となったケースがあ
る。急性期の入院治療をされていた
方を療養型病床や特養などへ安心し
て移られるようその時期を迎えるま
で支援したケースは数多くある。

21

ひとつの例であるが、心身の不調が
訴えられていた方へ他の利用者のお
世話をお願いしたところ、その方自
身の不調の訴えが殆ど聞かれなく
なった。その様なケースは複数あ
る。
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己
評
価

外
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項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

9

24

23

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

サービス利用者との普段からの会話
の中で、不満や希望、意向の聞き取
りを心がけている。そこで得られた
情報は申し送りやケアプランの内容
につなげられている。

サービス利用開始前には、本人や家
族、担当されていた関係機関からの
情報収集に努めている。その後も、
何かの機会があれば、それとなく
様々な情報を職員が共有できるよう
心がけている。

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

10

毎日に記録には全スタッフや家族ら
によって、様々な場面での観察など
が記録されている。介護計画はこれ
らの情報をもとに作成を行なってい
る。

26

25

全スタッフが利用者それぞれの現状
をことこまかく、そして統一された
認識がされるように、事業所独自に
記録様式の工夫を行なっている。
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自
己
評
価

外
部
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項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

地域資源と 協働

「生活記録」「支援経過記録」を一
冊の個別ファイルに準備し、毎日の
記録がされている。これらが、介護
計画の見直しに活かされている。

職員の中には、病院や在宅介護支援
センター、特養などに勤めた経験を
持つものが多く在籍している。それ
ぞれが、必要時にサービス利用者や
家族の相談を聞いたり、関連する機
関を紹介するなどしている。

28

27

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

29

利用者全体ではリハビリ科、眼科、
耳鼻科、歯科などいくつものかかり
つけ医を頼っている。家族とも協力
し合う中で、職員が同行を行なった
り、受診時間の調整を病院との間で
行なったりしている。

通院リハビリが必要な方、認知症専
門医の受診とデイケアが必要な方な
どそれぞれに対応がとれている。毎
月第二火曜日はボランティアグルー
プによる演芸大会が実施されてい
る。

30 11
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項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

32

サービス利用者の入院当初には必ず
入院計画（治療計画）を確認するよ
うにしている。家族を交え３者に
よってできるだけ早期に退院できる
ように努めている。

31

当事業所の経営者は医療機関の経営
にも携わっており、特定された１名
の看護婦が派遣されている。サービ
ス利用者や職員が抱える不安の相談
相手となり、また病院との橋渡し的
な役割りを担ってもらっている。

りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

1233

サービス利用開始時の段階で可能な
限り責任を全うすることを約束して
いる。現実には様々な状況と状態が
あってそれぞれにご家族の要望など
があったがその都度に職員が一丸と
なって、医療機関や特養の協力を頂
き、対応にあたってきた自負心を
持っている。

34

地域の消防署を勉強会に招いて初期
対応の指導を受けている。ミーティ
ングなどでも、緊急時に備えたテー
マで語られている。
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項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

年に２回の災害訓練を実施してい
る。その内１回は夜間に行なってい
る。地域の方たちも数十人の方が協
力をして頂いている。
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項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○ そ 人らし 暮らし

時には慣れによる遠慮のない言葉か
けや礼儀を欠くこともある。その直
後や毎月実施するミーティングの機
会を使い、全員で見つめ直しを行っ
ている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

1436

37
普段から、その時に着たい衣服や食
べたいものなどを尋ねるように心が
けている。

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

15

髪のカットは本人の希望や家族との
連絡によって数ヵ所の美容室が利用
されている。例えばパーマや髪染め
をされる方もいる。

40

野菜の苗を一緒に植え成長を共に楽
しんだり、野菜の皮むきを手伝って
もらうなどしている。そのあとは全
体で笑顔や会話のある食事を楽しん
でいる。片付けも個別の状態に応じ
てそれぞれにお願いをしている。

38

39

中には自宅と違って不自由を感じて
おられる方もいると思う。常に私た
ちの課題として受け止めている。

41 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（えんや）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむ の使用を減らし

42
全体的にＡＤＬの重度化が進行して
きた中で口腔ケアの必要性は非常に
高まっていると認識している。

41

咀嚼や嚥下の状態、運動量やリズム
などみんなそれぞれである。食器の
選定やミキサーの活用など個別の対
応をとっている。

職員全員で排泄用品の使用について
の個別の見直しを繰り返してきてい
る。数名の方がリハビリパンツから

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16

44

数年前は重度の便秘だった方がだい
ぶ改善されている。記録による状態
把握や水分補給・運動の促進、乳製
品の活用など必要な方には毎日行
なっている。

る。数名の方がリハビリパンツから
布製のパンツ使用に変更されてきて
いる。もちろん排泄リズムなどは個
別に把握し個別の対応を図ってい
る。

42 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（えんや）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

45
お風呂は毎日準備されている。毎日
を希望されない方もいるが週に３回
以上は支援できている。

46

夜間であれば個別によってその過ご
し方は特徴があり職員は個別に応じ
て対応をとっている。昼食後や入浴
後にちょっとした休息や昼寝をされ
る方もいるが、その場所や時間の程
度などにも心配りをするよう心がけ
ている。

全スタ フはよく理解している 便

17

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

47

全スタッフはよく理解している。便
秘薬や精神科処方の薬などはその用
量や必要性など事細かな記録をもと
にかかりつけ医との慎重な検討を重
ねている。

48

生活記録にはその日の「役割り作
業」「活動」の項目がありその日毎
に意識を持って確認を行っている。
月に数回はこのための介護職員もＦ
勤の呼び名で配備している。

43 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（えんや）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

18

50

49

衣類や食事、おやつなどがほぼ満た
されており、なかなかお金を使う機
会は少ない。それでも手持ちのお金
を持つことで不安感が紛らわされる
方などもおりそれぞれに対応がなさ
れている。

天気の良い日には可能な限り外出支
援を行っている。そのための介護職
員もＦ勤として配備している。家族
やＦ勤の付き添いで墓参りや買い物
に出かけたりもする。正月の初詣や
春の花見、夏の唐船峡そうめん流
し、秋の行楽は事業所恒例の小旅行
となっている。

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

スタッフは利用者が音や光、温度な
どの刺激によって居心地の良さが左
右されることをよく理解している。

52

53

食堂のテーブルとは別に幾つかのソ
ファーが置かれており、それらが個
別の指定席に自然となっている。そ
れぞれが小グループでの交流を楽し
んでいる。

51
希望があれば電話の支援を行なって
いる。希望がなくても状況によって
会話の機会を作ったりしている。

19

44 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田（えんや）

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

20

箪笥やテレビなど本人や家族によっ
て持ち込みがされている。いろいろ
と課題もあるものの、畳やコタツの
設置などこれまで過ごされた和式の
雰囲気もお勧めしている。

きめ細かく利用者の状態把握に心がけ
て対応をとっている。例えば排泄につ
いては、９名の居室に対してトイレが
３箇所あるが場所の見当識に障害のあ
る方はトイレの真正面にある居室を提
供しトイレ居室間の移動にストレスの
ないようにしている。

54

45 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田

1 ほぼ全ての利用者の

○ 2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

60

59

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

46 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　加世田

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

○ 1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

1 大いに増えている

○ 2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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鹿児島県　加世田

○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

48 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま
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